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三朝町議会　議会構成決まる
改選後初めての議会が11月19日に開かれ、
三朝町議会の新しい議会構成が決まりました。



できることから
スピード感を
持って

松原茂隆副議長

夢のある
三朝町に！

吉田道明議長

三朝町議会 初議会 議会構成決定議会構成決定
　11月19日（金）、任期満了に伴う改選後新議員によ
る初議会が開かれました。
　議長、副議長を選挙により選出したほか、常任委員会・
議会運営委員会の構成を決定しました。併せて、広域連
合議会議員及び議会選出各種委員会委員を決定し、監査
委員を選任しました。

　11月19日初議会にて、議長の大役を拝命いた
しました。今は大きな重責を感じるところであり�
ます。
　去年より、新型コロナで日本中の経済が疲弊し
ている中、政治、行政まで疲弊しているような気
がしますが、コロナ禍において、政治家、行政マ
ンまで行動が制限されてはいけないと思います。
　いよいよ北条道路（山陰道）が令和８年には開
通。それに合わせて179号（湯梨浜工区）も山陰
道に直結開通になります。そして、北条湯原道路も、
鳥取県側は近い時期に開通します。そうしますと、
あとは倉吉土蔵群へ、三朝温泉へ、東郷温泉へ直
接結ぶ高速道路（高規格道路、中部環状線）が必
要不可欠ではないでしょうか。
　将来の若者のために今私たちは何ができるのか。
夢を少しでも早く実現するため、中部が今一度一
つになり、努力して進めていかなければいけない
と思います。

　町民の皆様には、日頃より温かいご理解とご協
力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、このたびの改選により、副議長に就任さ
せていただきました。大変光栄に存じますととも
に、その職責の重さを深く感じ、改めて身の引き
締まる思いでございます。
　現在の社会情勢は、少子化や高齢化による人口
減少に伴う課題が山積していますが、それだけに
とどまらず、気候変動による自然災害の頻発や、
新型ウイルスの感染拡大など、地球規模で考え、
取り組まなければならない課題も見えてきました。
また、その他にも、福祉や教育、防災、産業など、
取り組むべき課題は多岐に渡っております。
　そうした中、様々な課題に対して、町民皆様の
意思をきめ細かく町政に反映させていくことがよ
り一層求められています。
　今後も今までの概念にとらわれることなく、で
きることからスピード感を持って、議員一丸とな
り取り組んでまいりたいと考えますので、町民の
皆様のより一層のご支援とご協力をお願い申し上
げます。

○　こんにちは　みささ議会です　令和３年（2021）11月2



上段左から河村明浩委員、吉田道明委員、藤井克孝委員
下段左から森貴美子副委員長、遠藤勝太郎委員長、（写真右上）石田恭二委員

安心・安全に暮らせる町つくりに

議論を尽くし適時的確な政策提言を！
産 業 民 生 常 任 委 員 会

上段左から吉村美穂子委員、松原茂隆委員、山口博委員、能見貞明委員
下段左から小椋泰志副委員長、松原成利委員長

上段左から河村明浩委員、吉村美穂子委員、松原茂隆委員
下段左から森貴美子副委員長、小椋泰志委員長

議会活動をわかりやすく伝えます
議 会 広 報 常 任 委 員 会

　総務教育常任委員会は、会計課、総務課、財政課、危
機管理局、健康福祉課、教育総務課、社会教育課、図書
館を所管します。
　本町では人口減少に歯止めがきかず、集落機能の低下
する所も増加しています。高齢化社会における老人福祉
対策の強化、危機管理の徹底、移住・定住対策等々、山
積する諸課題を町政に反映できるよう頑張ります。
　皆様方のご意見、ご指導の程、よろしくお願い申し上
げます。

　産業民生常任委員会は、企画課、観光交流課、建設水
道課、農林課・農業委員会、町民課を所管し、経済活動
や町民の皆様の生活に密接に関わる事項を審議します。
本町が抱える諸課題に加え、新型コロナウイルス感染症
が多方面に影響を及ぼしている今こそ、全町が一致協力
して未来へ進むことが重要だと考えています。
　当委員会が適時に的確な政策提言を行うことで、町民
の皆様の生活の充実と安定に寄与できるよう議論を尽く
し、委員一丸となって職責を果たしてまいりますので、
皆様のご指導ご支持を賜りますよう、よろしくお願いい
たします。

　議会広報常任委員会では、年4回の定例会後に広報誌
「こんにちは　みささ議会です」を発行しています。こ
こでは、一般質問をはじめ常任委員会・特別委員会の様
子や議案に対する質疑などを中心に、旬の話題を町民の
皆さんにできるだけわかりやすく伝えていきます。
　また、年２回の「議会懇談会」では、地域協議会毎に
地域住民の皆さんと意見交換をしながら、皆さんと一緒
に町づくりに努めていきたいと考えています。
　少しでも多くの皆さんに議会に関心を持っていただけ
るよう、「活動が見える議会」を目指して委員一同努力
してまいります。よろしくお願いします。

総 務 教 育 常 任 委 員 会
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住民と議会の一体化

上段左から遠藤勝太郎委員、松原成利委員、松原茂隆委員
下段左から能見貞明副委員長、藤井克孝委員長

鳥取中部ふるさと広域連合　議会議員� 吉田道明
鳥取県後期高齢者医療広域連合　議会議員� 吉田道明

都市計画審議会　� 遠藤勝太郎　松原　成利
民生委員推薦会　� 遠藤勝太郎　森　貴美子

議会選出監査委員
「町民目線で町財政をチェック」
　昨今のコロナ禍を始め、
少子高齢化など多くの諸課
題を抱える本町の現状を認
識し、限りある町の財源の
使われ方を町民目線を意識
しつつ、岸田代表監査委員
と共に公平かつ適正な監査
に努めてまいります。

広 域 連 合 議 会 議 員

議会選出各種委員会委員

議 会 運 営 委 員 会

　議会運営委員会は、各委員会から選出された５人の
委員で構成され、議会を円滑に運営するために設置さ
れています。定例議会の開催日程の調整、本会議進行
の確認などを行っています。
　住民の皆さんに議会のしくみや働きを知っていただ
き、身近に政治を感じていただけたらと思いますし、住
民にもご参加いただき、住民と政治が一体となった町
づくりが行えるような議会を目指したいと思います。
　今後も三朝町議会は、議会活動の透明性の向上を図
るとともに、住民の意見が反映される議会運営を目指
してまいりますので、より一層のご理解とご協力をお
願い申し上げます。

山口　博監査委員
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（11月臨時会）

町長提出議案名

70 監査委員の選任ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 同意

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。
※吉田道明議長及び欠席の石田恭二議員を除く10名の賛否状況です。
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